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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１再生デバイスが、デフォルトのチャンネルと最後に知り得たチャンネルとのうちい
ずれか一方を介してローカル無線ネットワークに接続するステップ、
　ローカル無線ネットワークに接続された第１再生デバイスの地理的地域ロケーションを
、第１再生デバイスがユーザの操作なしに自動的に決定するステップ、
　決定した地理的地域ロケーションに関連する構築情報に基づいて、第１再生デバイスが
ローカル無線ネットワークを介して行う無線接続及び無線通信に必要なネットワークパラ
メータを、第１再生デバイスが構築するステップ、ここで構築情報はローカル無線ネット
ワーク上への無線チャンネルの選択に関する情報を含む、
　構築されたネットワークパラメータに基づくローカル無線ネットワークを介して、第１
再生デバイスによる通信を可能にするステップ、ここで構築されたネットワークパラメー
タは、構築された無線チャンネルを含む、
　第１再生デバイスが、構築された無線チャンネルと地域設定情報とをローカル無線ネッ
トワーク上の第２再生デバイスへ送信するステップ、ここで地域設定情報は、決定した地
理的地域ロケーションに対応する一方、構築された無線チャンネルと地域設定情報とは、
第２再生デバイスがローカル無線ネットワークを介して通信するために使用される、
を含み、
　第１再生デバイスと第２再生デバイスとは、ピア・ツー・ピアのメッシュネットワーク
を介して少なくとも第３のデバイスに接続される、方法。
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【請求項２】
　第１再生デバイス及び第２再生デバイスのそれぞれは、単一の送受信機を有すると共に
、一度に１つのチャンネルのみで通信するように構成された、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　第１再生デバイスは、メッシュネットワーク用のネットワークトポロジー設定を第２再
生デバイスへ送信する、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　更に、
　第２再生デバイスが、地域設定情報と、ネットワークトポロジー設定と、構築された無
線チャンネルと、を第１再生デバイスから受信するステップ、
　第１再生デバイスから受信した情報に基づいて、地域設定とローカル無線メッシュネッ
トワークへ接続するための無線チャンネルとを、第２再生デバイスが自動的に構築するス
テップ、
を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　更に、
　第１再生デバイスから受信した情報に基づいて、第２再生デバイスが、ローカル無線ネ
ットワークに接続するステップ、
を含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　更に、
　地域設定情報と構築された無線チャンネルとを、ローカル無線ネットワーク上のすべて
の再生デバイスへ送信するステップ、これによりすべての再生デバイスは、地域設定情報
と構築された無線チャンネルとを使用し、ローカル無線ネットワークを介して通信する、
を含む、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　地理的地域ロケーションを決定するステップは、
　第１再生デバイス内に配置された全地球測位装置を使用すること、
を含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　地理的地域ロケーションを決定するステップは、
　第１再生デバイスが、第１メッセージをクラウドベースサーバに送信すること、
　第１再生デバイスが、クラウドベースサーバから第２メッセージを受信すること、ここ
で第２メッセージは第１再生デバイスの地理的地域ロケーションを含む、
を含む、請求項１～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　更に、
　決定した地理的地域に関連する構築情報を、地理的地域ロケーションに基づいて、第１
再生デバイスで決定するステップ、
を含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　更に、第２メッセージは、決定した地理的地域に関連する構築情報を含む、請求項８に
記載の方法。
【請求項１１】
　地理的地域ロケーションを決定するステップは、
　第１再生デバイスが、第１メッセージをローカル無線ネットワーク上の第２再生デバイ
スに送信すること、
　第２再生デバイスから第２メッセージを、再生デバイスで受信すること、ここで第２メ
ッセージは第１再生デバイスの地理的地域ロケーションを含む、
を含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法。
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【請求項１２】
　ネットワークパラメータは、ビットレート、エンコード、及び送信電力のうちの少なく
とも１つを含む、請求項１～１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記決定するステップは、（ｉ）再生デバイスの電源投入、及び（ｉｉ）再生デバイス
によるネットワークへの接続の開始のうちの少なくとも１つにより行われる、請求項１～
１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　コンピュータに請求項１及び５～１２のいずれか一項に記載の方法を実行させるための
プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な非一時的な記録媒体。
【請求項１５】
　ユーザの操作なしに外部ソースからローカル無線ネットワーク用のネットワーク構築情
報を、メディア再生デバイスで受信し、処理する制御インタフェース、
　ネットワーク構築情報の少なくとも一部に基づいて、ローカル無線ネットワークと通信
する無線インタフェース、
　ローカル無線ネットワークを介して受信したオーディオ情報に基づいてオーディオを出
力するスピーカー、
　メディア再生デバイスによる無線通信用の周波数チャンネルを、ネットワーク構築情報
に基づいて選択するチャンネルセレクタ、
　請求項１及び５～１３のいずれか一項に記載の方法を実行するように構成された制御イ
ンタフェース、
を備える、メディア再生デバイス。
【請求項１６】
　請求項１及び５～１２のいずれか一項に記載の方法を実行するように構成された第１メ
ディア再生デバイス、
　請求項３又は４に記載の方法を実行するように構成された第２再生デバイス、
を備える、システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、コンシューマ製品に関するものであり、特に、マルチゾーンメディア再生シ
ステムのゾーンに向けられたシステム、製品、機能、サービス、及び他のアイテムに関す
るものや、それらのいくつかの態様に関する。
【背景技術】
【０００２】
　技術の進歩のおかげで、音楽コンテンツだけでなく、他の種類のメディアとして、例え
ば、テレビコンテンツ、ムービー、及び対話型コンテンツなどが、アクセスしやすいもの
になっている。例えば、従来のオーディオ及びビデオコンテンツにアクセスする従来の手
段に加えて、オンラインストア、インターネットラジオ局、音楽サービス、ムービーサー
ビスなどを通じて、ユーザは、インターネット上のオーディオ、ビデオ、オーディオとビ
デオの両方のコンテンツにアクセスすることができる。家の内外における音楽、映像、及
びオーディオ・ビデオコンテンツへの需要は、高まり続けている。
【０００３】
　本開示技術の特徴、態様、及び利点は、以下の記載、添付の特許請求の範囲、及び添付
の図面を参照するとより良く理解される。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】図１は、本明細書で開示された方法及び装置の実施形態を実施することができる
例示的なシステムの図を示し、
【図２Ａ】図２Ａは、内蔵アンプとスピーカーを備える例示的なゾーンプレーヤーの図を
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示し、
【図２Ｂ】図２Ｂは、内蔵アンプを備えると共に外部スピーカーに接続された例示的なゾ
ーンプレーヤーの図を示し、
【図２Ｃ】図２Ｃは、Ａ／Ｖ受信機とスピーカーに接続された例示的なゾーンプレーヤー
の図を示し、
【図３】図３は、例示的なコントローラの図を示し、
【図４】図４は、例示的なゾーンプレーヤーの内部機能ブロック図を示し、
【図５】図５は、例示的なコントローラの内部機能ブロック図を示し、
【図６】図６は、外部システムと通信し、１つ以上の構築パラメータを取り除く及び／ま
たは受信する１つ以上の再生デバイスを含む再生ネットワークの例を示し、
【図７】図７は、外部ソースからロケーションベース無線パラメータ情報を受信する例示
的なゾーンプレーヤーの内部機能ブロック図を示し、
【図８】図８は、クラウドベースネットワークと１つ以上の再生ネットワークとを含む複
数のネットワークを有するシステムの例を示し、
【図９】図９は、デバイスのロケーションを決定すると共にデバイス用のロケーションベ
ース設定を確立する例示的な方法のフロー図を示し、
【図１０】図１０は、地域設定を決定すると共に適切にデバイスを再構築するより具体的
な方法の例のフロー図を示し、
【図１１】図１１は、データを収集し、クラウドサーバに送信し、無線ネットワーク設定
を決定する方法の例のフロー図を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　さらに、図面は、いくつかの例示の実施形態を説明することを目的としているが、本開
示が、図面に示した配置及び手段に限定されるものではないことは理解される。
【０００６】
Ｉ．概要
　メディア提示システムは、提示デバイスを含む。提示デバイスは、例えば、ディスプレ
ー及び／またはスピーカーである。提示デバイスは、コンテンツを受信し、受信したコン
テンツを使用して１つ以上の出力を生成する。提示システムは、コンテンツを示す信号を
受信することができる。コンテンツは、異なる手法及び／又は技術を用いた複数の方法で
受信することができる。いくつかの例では、オーディオコンテンツ、例えば、音楽又はオ
ーディオ／ビデオコンテンツの音声部分は、キャリア信号上にエンコードされる。キャリ
ア信号は、１つ以上のソースから、１つ以上の無線再生デバイス又はスピーカーへ無線で
送信される。
【０００７】
　本明細書に開示されたシステム、方法、装置、及び製品の例は、（例えば、クラウドベ
ースサーバを介して）提示デバイス又は再生デバイスの無線構築を自動的に行い、オーデ
ィオを送信して再生することを可能にしている。本明細書に開示されたシステム、方法、
装置、及び製品は、有利に使用されることで、無線構築を向上させると共に、ネットワー
ク環境内のメディアコンテンツ（例えば、オーディオ及び／又はビデオ）を再生すること
ができる。
【０００８】
　本明細書においては、例示の目的のために、用語「スペクトル」又は「無線スペクトル
」は、無線通信周波数の範囲を指し、異なるスペクトルは、異なる無線周波の範囲を指す
。異なるスペクトルは、重なってもよいし、重ならなくてもよい。異なるスペクトルは、
連続していてもよいし、連続していなくてもよい（例えば、スペクトル間にスペクトルが
あってもよいし、なくてもよい）。本明細書に開示された例のうちいくつかの例では、用
語「スペクトル」は、規制組織により定義される規制スペクトルを指す。規制組織として
は、例えば、米国の連邦通信委員会（Ｆｅｄｅｒａｌ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　
Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎ：ＦＣＣ）がある。例えば、ＦＣＣは、「２．４ＧＨｚスペクトル
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」（又はスペクトル帯）を割り当て、工業、科学、医療用に２４００ＭＨｚから２５００
ＭＨｚの周波数範囲を含んでいる。また、ＦＣＣは、「５ＧＨｚスペクトル」（又はスペ
クトル帯）を割り当て、約５．１７ＧＨｚから約５．８３５ＧＨｚの周波数範囲を含むと
共に、その範囲内でいくつかの帯域を除外している。
【０００９】
　本明細書においては、例示の目的のために、用語「チャンネル」、「オーディオチャン
ネル」、「制御チャンネル」、及び／又はより一般的に、「無線チャンネル」は、情報を
送信するために使用される１つ以上のスペクトル内の異なる周波数又は異なる周波数サブ
レンジを指す。チャンネルは、周波数帯域、非連続の周波数と帯域のセット、周波数ホッ
ピング構成、時分割多重化方式、符号分割多重化方式、及び／又は他の種類の通信周波数
域であってもよい。
【００１０】
　無線ネットワークシステムは、２．４ＧＨｚ周波数帯及び５ＧＨｚ周波数帯で動作する
。これらの周波数は、工業、科学、医療（ＩＳＭ）のスペクトルであり、工業用か、又は
通信以外の目的のために用いられる。これらの周波数は、例えば、ショートレンジの低電
力通信及び／又はコンピュータシステム等で用いられている。例えば、無線システムは、
１つ以上の周波数帯（例えば、２．４ＧＨｚ、３．６ＧＨｚ、５ＧＨｚ等）の１つ以上の
通信規格及び／又は通信プロトコルに従って動作する。例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１は
、２．４ＧＨｚ周波数帯及び５ＧＨｚ周波数帯における無線ローカルエリアネットワーク
通信を行う規格である。そのような帯域における無線ネットワークシステムは、構築可能
パラメータを有している。構築可能パラメータとは、ネットワークと関連システムとの性
能を定義するのに役立つものである。そのようなパラメータは、例えば、無線チャンネル
選択、ビットレート（又はビット伝送速度）、及び使用されるエンコード、送信電力等を
含む。
【００１１】
　例えば、２．４ＧＨｚ周波数帯は、１４チャンネルに分割される。それぞれのチャンネ
ルは、５ＭＨｚ幅であり、直接（ＤＳ）送信を行う。単一の送受信機を備えたデバイスは
、一度にこれらのチャンネルのうち１つのチャンネルで通信することができる。デバイス
が複数の送受信機を有する場合、デバイスは同時に複数のチャンネルで通信することがで
きる。メディア再生システム、例えば、ソノズ再生システム等は、複数の再生デバイスを
含んでいる。それぞれの再生デバイスは、１つの送受信機を備えており、システム全体で
同じ無線チャンネルを使用しなければならない。さらに、これらのパラメータのいくつか
は、規制要件によって制限される。規制要件は、無線設備が動作している地理的環境に応
じて異なる。
【００１２】
　現在、システムは、単純な経験則に基づいて無線ネットワークパラメータを決定し、そ
のパラメータを手動で変更するメカニズムをユーザに提供している。それらは、多くの場
合はユーザがネットワーク問題に対処した後、又はカスタマーサポートに電話した後に、
行われる。ネットワークのシステムビューによって、カスタマーサポートエンジニアは、
ネットワークパラメータを手動で再構築して、問題を解決することができる。
【００１３】
　しかしながら、無線ネットワーク、例えば、メッシュネットワークにおいて、システム
パラメータをデバイス自体で決定すると共に、自動的にパラメータを調整することは非常
に困難である。例えば、家庭内の無線チャンネルを選択するとき、いくつかの違いが存在
する。例えば、家の中のある領域ではベストチャンネルであるが、家の別の領域ではベス
トチャンネルではない場合がある。１日のうちのある時間ではベストチャンネルであるが
、１日のうちの別の時間ではベストチャンネルではない場合がある。さらに、ゾーンプレ
ーヤーが動作している間（例えば、音楽を再生している間）、ゾーンプレーヤーがそのチ
ャンネルを変更し、別のチャンネルを評価することは難しい。つまり、例えば、ゾーンプ
レーヤーは、「オンチャンネル」で適切に動作しなければならないが、プレーヤーは別の
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チャンネルに切り換えて、別のチャンネルも評価しなければならない。
【００１４】
　いくつかのネットワークアクセスポイントは、１つ以上の自動チャンネル選択（ＡＣＳ
）アルゴリズムを用いて、この固有のチャンネル選択問題を解決している。自動チャンネ
ル選択アルゴリズムが実装され、使用されることによって、インタフェースが、ユーザへ
のチャンネル構築を決定し、拡散（ｒａｄｉａｔｉｏｎ）（例えば、アクセスポイント（
ＡＰ）、メッシュ、独立ベーシックサービスセット（ＩＢＳＳ）アドホックネットワーク
、ピア・ツー・ピア（Ｐ２Ｐ）通信等）を開始する動作モードで通信を開始することがで
きる。しかしながら、この単純なシナリオにおいて、ネットワークアクセスポイント自体
が、家の中で同時に切り換える必要のあるアクセスポイントのメッシュが存在しないこと
を判定している。
【００１５】
　無線ネットワークパラメータを設定し、性能を向上させることに加えて、無線ベースシ
ステムは、システムが動作する地理的地域によって異なる規制要件を問題としている。例
えば、米国は、連邦通信委員会（ＦＣＣ）の規制によって規制されている。また、米国は
、欧州、日本、及び中国と異なる規制要件を有している。欧州は、欧州電気通信標準化機
構（Ｅｕｒｏｐｅａｎ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｔａｎｄａｒｄｓ　
Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ：ＥＴＳＩ）に従っている。また、日本及び中国もそれぞれ自国の規
制要件を有している。
【００１６】
　規制要件は、無線ネットワークパラメータにも影響を与える。例えば、８０２．１１ａ
／ｂ／ｇ／ｎに使用される２．４ＧＨｚ周波数帯及び５ＧＨｚ周波数帯では、地域固有の
要件がある。地域固有の要件とは、使用可能なチャンネル（例えば、周波数）、使用され
る信号出力パワー、及びチャンネルを占有できる時間である。規制要件は、製品が使用さ
れる地域の法律に準拠する。しかしながら、製品の多くは、これらのパラメータを手動で
設定することに頼っている。パラメータの設定は、（１）地域内、又は顧客へ届けられる
前の工場内や地方の流通センター内で行われる。また、パラメータの設定は、（２）顧客
ロケーションで顧客に動作地域を選択するように求めて行うか、又は顧客ロケーションで
一連の質問を尋ねることによって動作地域を推定することにより行われる。また、パラメ
ータの設定は、（３）すべての地域において少なくとも共通する基準を用いて行われる。
これらの方法は、煩雑となり、又不必要に性能を制限し、さらには顧客の乱用を招くこと
になる。例えば、工場で設定された地域設定を有するシステムは、設定を再構築すること
なく、異なる地域に再配布することが簡単にできない。多くの場合、設定を再構築するた
め、製品パッケージを開き、システムの電源を入れ、特定の管理者レベルアクセスでシス
テムにログインし、地域の設定を変更する必要がある。さらに、ユニットが固有の国／地
域で売られ、その後顧客が異なる国／地域にユニットを移動させた場合、顧客はその地域
の法律に違反して動作させることになるかもしれない。これは、無線伝送を規制する地域
の法律に不慣れである場合に、意図せず起こる可能性がある。一部の国では、顧客が地域
の設定を選択できないようにしている。これは、顧客が、現在の地域より規制が緩い別の
地域を選択することにより「システムを操作する」ことがないようにするためである。
【００１７】
　特定の実施形態は、例えばクラウドベースサーバを使用して、無線ネットワークパラメ
ータを自動的に構築することにより、上述した一部の課題又は全ての課題を解決している
。特定の実施形態は、ユーザの操作を必要とせずに、自動的にロケーションを決定するこ
と及び／又はネットワーク性能データを収集することができる。特定の実施形態では、外
部ソースと対話し、メディア再生デバイスのロケーションを識別することができる、及び
／又はデバイス及び／又はローカル無線ネットワーク構築等の適切なパラメータを決定す
ることができる。
【００１８】
　以下に開示されているシステム、方法、装置、及び製品の例は、他の構成要素、ハード
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ウェア上で実行されるファームウェア及び／又はソフトウェアを含むが、そのようなシス
テム、方法、装置、及び／又は製品は、単に例示しているだけであり、限定されるべきで
はないことに留意されたい。
【００１９】
ＩＩ．動作環境の例
　図面を参照すると、同様のパーツに対しては、複数の図面において、同様の符号を付し
ている。図１は、本明細書で開示された１つ以上の実施形態が実行可能な、又は実施可能
なシステム１００の例を示している。
【００２０】
　例示のために、システム１００は、複数のゾーンで構成されたホームを示しており、ホ
ームは１つのゾーンのみで構成することができる。ホーム内の各ゾーンは、例えば、オフ
ィス、浴室、寝室、キッチン、ダイニングルーム、ファミリールーム、ホームシアタール
ーム、ユーティリティ又はランドリールーム、及びパティオなどの異なる部屋又はスペー
スを示していてもよい。そのように構成されている場合では、１つのゾーンが複数の部屋
を含んでいてもよい。ホーム内の各ゾーンに１つ以上のゾーンプレーヤー１０２－１２４
が示されている。ゾーンプレーヤー１０２－１２４は、再生デバイス、マルチメディアユ
ニット、スピーカー、プレーヤーなどと呼ばれ、オーディオ、ビデオ、及び／又はオーデ
ィオビジュアルの出力を行っている。コントローラ１３０は、システム１００の制御を行
っている。コントローラ１３０は、ゾーンに固定されていてもよいし、あるいは、コント
ローラ１３０は、ゾーンの周りを移動可能な移動体であってもよい。システム１００は、
複数のコントローラ１３０を含んでいてもよい。システム１００は、例示的なハウスオー
ディオシステム全体を表すが、本明細書に記載の技術は、これらの特定の場所への用途に
限定されず、又、図１のハウスオーディオシステム１００全体のような広範囲のシステム
にも限定されない。
【００２１】
ａ．ゾーンプレーヤーの例
　図２Ａ、図２Ｂ、図２Ｃは、様々な種類のゾーンプレーヤーの例を示している。例えば
、図２Ａ、図２Ｂ、図２Ｃのゾーンプレーヤー２００、２０２、及び２０４は、それぞれ
、図１のゾーンプレーヤー１０２－１２４のいずれにも対応できる。いくつかの実施形態
では、オーディオが、フルレンジプレーヤー等の単一のゾーンプレーヤーのみから再生さ
れてもよい。いくつかの実施形態では、オーディオは、２つ以上のゾーンプレーヤー、例
えば、複数のフルレンジプレーヤーの組み合わせ、又はフルレンジプレーヤーと特定のプ
レーヤーとの組み合わせ等で再生されてもよい。いくつかの実施形態では、ゾーンプレー
ヤー２００－２０４はまた、「スマートスピーカー」と呼ばれてもよい。この理由は、オ
ーディオの再生以上の処理能力を備えているからであり、以下に詳細に述べられている。
【００２２】
　図２Ａは、フルレンジサウンドを再生可能なサウンド生成機器２０８を含むゾーンプレ
ーヤー２００を示す。サウンドは、オーディオ信号から得られる。オーディオ信号は、有
線データネットワーク上又は無線データネットワーク上でゾーンプレーヤー２００によっ
て受信することができる。サウンド生成機器２０８は、１つ以上の内蔵アンプと、１つ以
上のスピーカーを含む。内蔵アンプについては、図４を参照しながら、以下にさらに詳細
に述べる。スピーカー又は音響トランスデューサは、例えば、ツイーター、ミッドレンジ
ドライバ、低域ドライバ、及びサブウーファーのいずれかを含むことができる。いくつか
の実施形態では、ゾーンプレーヤー２００は、ステレオオーディオ、モノラルオーディオ
、又はその両方を再生するように静的に又は動的に構成することができる。いくつかの実
施形態では、ゾーンプレーヤー２００が他のゾーンプレーヤーとグループ化されてもよい
。ステレオオーディオ、モノラルオーディオ、及び／又はサラウンドオーディオを再生す
るとき、又はゾーンプレーヤー２００によって受信したオーディオコンテンツがフルレン
ジより低いとき、ゾーンプレーヤー２００は、フルレンジサウンドのサブセットを再生す
るように構成することもできる。
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【００２３】
　図２Ｂは、分離したスピーカー２１０に電力を供給する内蔵アンプを含むゾーンプレー
ヤー２０２を示す。分離したスピーカーは、例えば、任意のタイプのラウドスピーカーを
含むことができる。ゾーンプレーヤー２０２は、１つ、２つ、又はそれより多い数の別々
のラウドスピーカーに電力を供給するように構成されてもよい。ゾーンプレーヤー２０２
は、有線パスを通じてオーディオ信号（例えば、右又は左のチャンネルオーディオ又はそ
の構成に応じた数のチャンネル）を分離したスピーカー２１０に対して通信するように構
成されている。
【００２４】
　図２Ｃは、内蔵アンプを含まないが、データネットワーク上で受信した、オーディオ信
号を、内蔵アンプを備えるオーディオ（又は「オーディオ／ビデオ」）受信器２１４に通
信するゾーンプレーヤー２０４を示している。
【００２５】
　図１に戻って、いくつかの実施形態では、１つ、いくつか、又はすべてのゾーンプレー
ヤー１０２－１２４は、ソースから直接オーディオを取り出すことができる。例えば、ゾ
ーンプレーヤーは、再生されるべきオーディオコンテンツの再生リスト又はオーディオ項
目の列（本明細書においては「再生列」とも言う）を含んでいてもよい。再生列内の各項
目は、ユーアールアイ（ＵＲＩ）又はいくつかの他の識別子を含んでいてもよい。ＵＲＩ
又は識別子は、オーディオソースに対するゾーンプレーヤーを指し示すことができる。ソ
ースは、インターネット（例えば、クラウド）上で見つけられるかもしれないし、データ
ネットワーク１２８上の別のデバイス、ゾーンプレーヤー自体に格納されたコントローラ
１３０からローカルに見つかるかもしれないし、又はゾーンプレーヤーと直接通信するオ
ーディオソースから見つかるかもしれない。いくつかの実施形態では、ゾーンプレーヤー
は、オーディオそのものを再生できる。又、ゾーンプレーヤーは、オーディオを再生する
ために別のデバイスに送信できる。又、ゾーンプレーヤーは、ゾーンプレーヤー自体と、
追加される１つ以上のゾーンプレーヤーとを同期してオーディオを再生することもできる
。いくつかの実施形態では、ゾーンプレーヤーは、再生用の別のゾーンプレーヤーに異な
る第２オーディオコンテンツを送信している間、第１オーディオコンテンツを再生するこ
とができる（又は全く再生できない）。
【００２６】
　説明のため、カリフォルニア州サンタバーバラのソノズ・インコーポレイテッドが現在
販売提供している「ＰＬＡＹ：５」、「ＰＬＡＹ：３」、「ＣＯＮＮＥＣＴ：ＡＭＰ」、
「ＣＯＮＮＥＣＴ」、及び「ＳＵＢ」と呼ばれるゾーンプレーヤーがある。他の過去、現
在、及び／又は将来の任意のゾーンプレーヤーは、追加的に又は代替的に本明細書で開示
された実施例のゾーンプレーヤーに実装して使用することができる。更に、ゾーンプレー
ヤーは、図２Ａ、２Ｂ、及び２Ｃに示された特定の例又は提供されるソノズ製品に限定さ
れないことを理解する。例えば、ゾーンプレーヤーは、有線のヘッドホン又は無線のヘッ
ドホンで構成されていてもよい。更に別の例では、ゾーンプレーヤーは、テレビ用のサウ
ンドバーを含んでいてもよい。更に別の例では、ゾーンプレーヤーは、アップル社のｉＰ
ｏｄ（商標）又は同様のデバイス用のドッキングステーションを含むことができるし、又
、それらと対話することができる。
【００２７】
ｂ．コントローラの例
　図３は、ドッキングステーション３０２内の無線コントローラ３００の例を示す。説明
のため、コントローラ３００は、図１の制御デバイス１３０に対応可能である。ドッキン
グステーション３０２が備えられている場合、ドッキングステーション３０２は、コント
ローラ３００のバッテリーを充電するために使用されてもよい。いくつかの実施形態では
、コントローラ３００は、タッチスクリーン３０４を備えており、ユーザは、タッチスク
リーン３０４をタッチすることでコントローラ３００と対話可能となっている。例えば、
ユーザは、オーディオコンテンツの再生リストを取り出し、ナビゲートし、１つ以上のゾ
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ーンプレーヤーの動作を制御し、システム構成１００の全体を制御することができる。あ
る実施形態では、任意の数のコントローラを使用して、システム構成１００を制御するこ
とができる。いくつかの実施形態では、システム構成１００を制御可能なコントローラの
数を制限することができる。コントローラは、無線コントローラ３００のように無線であ
ってもよいし、又はデータネットワーク１２８に有線で接続されてもよい。
【００２８】
　いくつかの実施形態では、複数のコントローラがシステム１００に使用される場合、各
コントローラは、共通のコンテンツを表示するために調整されてもよいし、１つのコント
ローラから生じた変更を示すためにすべてのコントローラを動的に更新してもよい。調整
は、例えば、コントローラによって、１つ以上のゾーンプレーヤーから直接又は間接的に
状態変数を定期的に要請することによって行うことができる。状態変数は、システム１０
０についての情報を提供してもよく、例えば、現在のゾーングループ構成、１つ以上のゾ
ーンで再生しているもの、ボリュームレベル、及び興味のある他の項目などを提供しても
よい。状態変数は、必要に応じて、又は多くの場合プログラムされて、ゾーンプレーヤー
（及び、もし望むのであれば、コントローラ）間のデータネットワーク１２８上に渡され
てもよい。
【００２９】
　更に、任意のネットワーク対応携帯デバイスとして、例えば、ＩＰＨＯＮＥ（登録商標
）、ＩＰＡＤ（登録商標）、ＡＮＤＲＯＩＤ（登録商標）対応電話、又は任意の他のスマ
ートフォン若しくはネットワーク対応デバイスなどで実行されるアプリケーションが、デ
ータネットワーク１２８に接続することによってコントローラとして使用できる。ラップ
トップ又はデスクトップパーソナルコンピュータ（ＰＣ）若しくはＭＡＣ（商標）上で実
行されるアプリケーションも、コントローラ１３０として使用される。そのようなコント
ローラは、データネットワーク１２８、ゾーンプレーヤー、無線ルータを備えるインタフ
ェースを通じてシステム１００に接続されるか、又はいくつかの他の構成された接続パス
を使用してシステム１００に接続されてもよい。カリフォルニア州サンタバーバラのソノ
ズ・インコーポレイテッドが提供するコントローラの例としては、「コントローラ２００
」、「ＳＯＮＯＳ（登録商標）　Ｃｏｎｔｒｏｌ」、「ＳＯＮＯＳ（登録商標）　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌｌｅｒ　ｆｏｒ　ＩＰＨＯＮＥ（登録商標）」、「ＳＯＮＯＳ（登録商標）　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌｌｅｒ　ｆｏｒ　ＩＰＡＤ（登録商標）」、「ＳＯＮＯＳ（登録商標）　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌｌｅｒ　ｆｏｒ　ＡＮＤＲＯＩＤ（登録商標）」、「ＳＯＮＯＳ（登録商標
）　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ　ｆｏｒ　ＭＡＣ又はＰＣ」を含む。
【００３０】
ｃ．データ接続の例
　図１のゾーンプレーヤー１０２から１２４は、直接又は間接的にデータネットワークと
して、例えばデータネットワーク１２８に接続される。コントローラ１３０は、直接又は
間接的にデータネットワーク１２８に接続されるか、又は個別にゾーンプレーヤーに接続
されてもよい。データネットワーク１２８は、示された他の構成要素から目立つように図
中に八角形で示されている。データネットワーク１２８が１つの場所に示されているが、
そのようなネットワークは、システム１００の中及び周りに拡がっていることが理解され
る。特に、データネットワーク１２８は、有線ネットワーク、無線ネットワーク、又は有
線ネットワークと無線ネットワークの両方の組み合わせとすることができる。いくつかの
実施形態では、ゾーンプレーヤー１０２－１２４の１つ以上は、専有のメッシュネットワ
ークに基づいて、データネットワーク１２８に無線で接続されている。いくつかの実施形
態では、ゾーンプレーヤー１０２－１２４の１つ以上は、非メッシュトポロジーを使用し
て、データネットワーク１２８に無線で接続される。いくつかの実施形態では、ゾーンプ
レーヤー１０２－１２４の１つ以上は、イーサネット（登録商標）又は同様の技術を使用
し、データネットワーク１２８への有線を介して接続されている。１つ以上のゾーンプレ
ーヤー１０２－１２４をデータネットワーク１２８に接続することに加えて、データネッ
トワーク１２８は、更に、例えば、インターネットなどのワイドエリアネットワークにア
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クセス可能である。
【００３１】
　いくつかの実施形態では、ゾーンプレーヤー１０２－１２４のいくつか、又はいくつか
の他の接続デバイスをブロードバンドルータに接続することによって、データネットワー
ク１２８が形成されてもよい。他のゾーンプレーヤー１０２－１２４は、その後、データ
ネットワーク１２８に対して有線で追加することができるか、又は無線で追加することが
できる。例えば、ゾーンプレーヤー（例えば、ゾーンプレーヤー１０２－１２４のいずれ
か）は、ゾーンプレーヤーに設けられたボタンを単に押すことによって、システム構成１
００に追加され（又はいくつかの他のアクションを実行し）、データネットワーク１２８
への接続を可能にしている。ブロードバンドルータは、例えば、インターネットサービス
プロバイダ（ＩＳＰ）に接続することができる。ブロードバンドルータは、他のアプリケ
ーション（例えば、ウェブサーフィン）に使用可能なシステム構成１００内の別のデータ
ネットワークを形成するために使用することができる。データネットワーク１２８はまた
、そのようにプログラムされている場合にも使用することができる。一例では、第２ネッ
トワークは、サンタバーバラのソノズ・インコーポレイテッドによって開発されたソノズ
ネット・プロトコルを実装してもよい。ソノズネットは、安全で、ＡＥＳ暗号化された、
ピア・ツー・ピアの無線メッシュネットワークを表す。あるいは、ある実施形態では、デ
ータネットワーク１２８は、家庭内の他の用途に使用されるネットワーク、例えば従来の
有線ネットワーク又は無線ネットワークと同じネットワークである。
【００３２】
ｄ．ゾーン構成の例
　特定のゾーンは、１つ以上のゾーンプレーヤーを含むことができる。例えば、図１のフ
ァミリールームでは、２つのゾーンプレーヤー１０６及び１０８を含んでおり、一方キッ
チンでは、１つのゾーンプレーヤー１０２を備えていることが示されている。別の例では
、ホームシアタールームは、５．１チャンネル以上のオーディオソースからのオーディオ
（例えば、５．１以上のオーディオチャネルにてエンコードされたムービー）を再生する
追加のゾーンプレーヤーを有する。いくつかの実施形態では、１つは、ルーム内又はスペ
ース内にゾーンプレーヤーを配置し、コントローラ１３０を介してゾーンプレーヤーを新
しいゾーンに割り当てるか、又は既存のゾーンに割り当てることができる。そのように、
ゾーンが形成されてもよく、別のゾーンと組み合わされてもよく、取り除かれてもよく、
特定の名前（例えば、「キッチン」）を与えてもよい。また、望むのならば、コントロー
ラ１３０でそのようにするようにプログラムされてもよい。さらに、いくつかの実施形態
では、ゾーン構成は、コントローラ１３０又はいくつかの他の機構を使用して構成された
後においても動的に変更してもよい。
【００３３】
　いくつかの実施形態では、ゾーンが、２つ以上のゾーンプレーヤーとして、例えば、フ
ァミリールームにおいて２つのゾーンプレーヤー１０６及び１０８を含む場合、２つのゾ
ーンプレーヤー１０６及び１０８は、同じオーディオソースを同期して再生するように構
成することができる。また、２つのゾーンプレーヤー１０６及び１０８は、例えば、左と
右のチャンネルのように、２つの別のサウンドを再生するようにペアにすることもできる
。言い換えれば、サウンドのステレオ効果は、一方を左サウンド用、他方を右サウンド用
として使用する２つのゾーンプレーヤー１０６及び１０８を通して、再現されてもよく、
又は強化されてもよい。ある実施形態では、ペアのゾーンプレーヤー（「結合したゾーン
プレーヤー」とも呼ばれる）は、同じゾーン又は異なるゾーンにおける他のゾーンプレー
ヤーと同期してオーディオを再生することもできる。
【００３４】
　いくつかの実施形態では、２つ以上のゾーンプレーヤーを音響的に統合し、単一の統合
されたゾーンプレーヤーを形成することができる。統合されたゾーンプレーヤーは、追加
のスピーカードライバを通ってサウンドが流れるため、（複数の異なったデバイスから構
成されている）統合されたゾーンプレーヤーは、統合されていないゾーンプレーヤー又は
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ペアにされたゾーンプレーヤーと比べて、サウンドの処理や再現を異なるように構成する
ことができる。統合されたゾーンプレーヤーは、更に、単一のゾーンプレーヤー又は他の
統合されたゾーンプレーヤーとペアにすることができる。統合された再生デバイスのそれ
ぞれの再生デバイスは、好ましくは統合モードに設定される。
【００３５】
　いくつかの実施形態によれば、ユーザは、ゾーンプレーヤーのグループ化、統合、ペア
リング等のいずれかを行い続け、所望の構成を完成させることができる。グループ化、統
合、及びペアリングの操作は、好ましくは、例えば、コントローラ１３０を使用するなど
の制御インタフェースを通じて行われ、異なる構成を作成するようにスピーカーワイヤー
を、例えば、個々の、離れたスピーカーに物理的に接続及び再接続することなく行われる
。このように、本明細書に記載された特定の実施形態は、より柔軟で動的なプラットフォ
ームを提供し、サウンド再生をエンドユーザに提供することができる。
【００３６】
ｅ．オーディオソースの例
　いくつかの実施形態では、各ゾーンは、別のゾーンのオーディオソースと同じオーディ
オソースから再生できる。また、各ゾーンは、それぞれ異なるオーディオソースで再生す
ることもできる。例えば、誰かがパティオ上でグリルしながら（ｇｒｉｌｌｉｎｇ）、ゾ
ーンプレーヤー１２４を介してジャズ音楽を聞くことができる。また、誰かがキッチンで
食事の準備をしながらゾーンプレーヤー１０２を介してクラシック音楽を聞くこともでき
る。さらに、誰かがオフィスにいながら、パティオ上でゾーンプレーヤー１２４を介して
再生されているジャズ音楽と同じ音楽を、ゾーンプレーヤー１１０を介して聞くこともで
きる。いくつかの実施形態では、ゾーンプレーヤー１１０と１２４を介して再生されるジ
ャズ音楽が、同期して再生される。複数のゾーン間で再生を同期することで、オーディオ
を途切れさせることなく（又はほぼ途切れさせることなく）聞きながら、ユーザは、複数
のゾーンを移動することができる。さらに、ゾーンを「パーティーモード」とし、連結さ
れた全てのゾーンが同期してオーディオを再生することもできる。
【００３７】
　ゾーンプレーヤー１０２－１２４によって再生されるオーディオコンテンツのソースは
、多数ある。いくつかの実施形態では、ゾーンプレーヤー自体が有する音楽にアクセスさ
れ、その音楽が再生されてもよい。いくつかの実施形態では、コンピュータ又はネットワ
ーク接続ストレージ（ＮＡＳ）上に記憶された個人のライブラリから音楽が、データネッ
トワーク１２８を介してアクセスされ、再生されてもよい。いくつかの実施形態では、イ
ンターネットラジオ局、番組、及びポッドキャストが、データネットワーク１２８を介し
てアクセスすることができる。ユーザに音楽とオーディオコンテンツを流す、及び／又は
ダウンロードさせる音楽サービス又はクラウドサービスは、データネットワーク１２８を
介してアクセスできる。さらに、音楽は、例えば、ターンテーブル又はＣＤプレーヤーな
どの従来のソースから、ラインイン接続を介してゾーンプレーヤーに接続して、得られて
もよい。オーディオコンテンツはまた、異なるプロトコルとして、例えば、アップル社の
ＡＩＲＰＬＡＹ（登録商標）ワイヤレス技術を使用して、アクセスすることができる。１
つ以上のソースから受信されたオーディオコンテンツは、データネットワーク１２８及び
／又はコントローラ１３０を介して、ゾーンプレーヤー１０２から１２４の間で共有する
ことができる。上述したオーディオコンテンツのソースは、本明細書において、ネットワ
ークベースのオーディオ情報ソースと呼ばれる。しかしながら、ネットワークベースのオ
ーディオ情報は、それらに限定されない。
【００３８】
　いくつかの実施形態では、例示のホームシアターゾーンプレーヤー１１６、１１８、１
２０は、テレビ１３２などのオーディオ情報ソースに接続されている。いくつかの例では
、テレビ１３２が、ホームシアターゾーンプレーヤー１１６、１１８、１２０のためのオ
ーディオソースとして使用されており、一方、他の例においては、テレビ１３２からのオ
ーディオ情報がオーディオシステム１００内のゾーンプレーヤー１０２－１２４のいずれ
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かと共有することができる。
【００３９】
ＩＩＩ．ゾーンプレーヤー
　図４を参照すると、実施の形態に関連するゾーンプレーヤー４００の例示的なブロック
図が示されている。図４のゾーンプレーヤー４００は、ネットワークインタフェース４０
２、プロセッサ４０８、メモリ４１０、オーディオ処理コンポーネント４１２、１つ以上
のモジュール４１４、オーディオアンプ４１６、及びスピーカーユニット４１８を含む。
スピーカーユニット４１８は、オーディオアンプ４１６に接続されている。図２Ａは、そ
のようなゾーンプレーヤーの例を図示している。他のタイプのゾーンプレーヤーは、（例
えば、図２Ｂに示される）スピーカーユニット４１８又は（例えば、図２Ｃに示される）
オーディオアンプ４１６を含まなくてもよい。さらに、ゾーンプレーヤー４００は、別の
コンポーネントに統合できることが意図されている。例えば、ゾーンプレーヤー４００は
、屋内又は屋外で使用するテレビ、照明、又はいくつかの他のデバイスの一部として構成
することができる。
【００４０】
　いくつかの実施形態では、ネットワークインタフェース４０２は、データネットワーク
１２８上のゾーンプレーヤー４００と他のデバイスとの間のデータフローを可能にしてい
る。いくつかの実施形態では、データネットワーク１２８上の別のゾーンプレーヤー又は
デバイスからオーディオを取得することに加えて、ゾーンプレーヤー４００は、オーディ
オソースから直接オーディオにアクセスすることができる。オーディオソースとしては、
例えば、ワイドエリアネットワーク上のオーディオソース、又はローカルネットワーク上
のオーディオソース等がある。更に、いくつかの実施形態では、ネットワークインタフェ
ース４０２は、各パケットのアドレス部を扱い、各パケットが正しい宛先に到達するよう
に、ゾーンプレーヤー４００に向かうべきパケットを受信する。したがって、特定の実施
形態では、パケットのそれぞれは、ＩＰベースのソースアドレスだけでなくＩＰベースの
宛先アドレスも含む。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、ネットワークインタフェース４０２は、無線インタフェース
４０４と有線インタフェース４０６とのどちらか一方又は両方を含むことができる。無線
インタフェース４０２は、無線周波数（ＲＦ）インタフェースとも呼ばれ、ゾーンプレー
ヤー４００にネットワークインタフェース機能を提供する。これにより、ゾーンプレーヤ
ー４００は、通信プロトコル（例えば、任意の無線規格ＩＥＥＥ８０２．１１ａ、８０２
．１１ｂ、８０２．１１ｇ、８０２．１１ｎ、又は８０２．１５．１を含む）に従って他
のデバイス（例えば、他のゾーンプレーヤー、スピーカー、受信機、データネットワーク
１２８に関連付けられたコンポーネントなど）と無線上で通信する。無線インタフェース
４０４は、１つ以上の無線装置を含んでもよい。無線信号を受信し、無線信号を無線イン
タフェース４０４に提供し、無線信号を送信するため、ゾーンプレーヤー４００は、１つ
以上のアンテナ４２０を含む。有線インタフェース４０６は、ネットワークインタフェー
ス機能をゾーンプレーヤー４００に提供している。これにより、ゾーンプレーヤー４００
は、通信プロトコル（例えば、ＩＥＥＥ８０２．３）に従って他のデバイスと有線上で通
信する。いくつかの実施形態では、ゾーンプレーヤーは、インタフェース４０４と４０６
との両方を含む。いくつかの実施形態では、ゾーンプレーヤー４００は、無線インタフェ
ース４０４のみを含むか、又は有線インタフェース４０６のみを含む。
【００４２】
　いくつかの実施形態では、プロセッサ４０８は、クロック駆動の電子デバイスであり、
コンピュータのメモリ４１０に記憶された命令に従って、入力データを処理するように構
成されている。メモリ４１０は、１つ以上のソフトウェアモジュール４１４を搭載するこ
とができるデータストレージであり、コンピュータのプロセッサ４０８によって実行され
ることで特定のタスクを実行することができる。図示された実施形態では、メモリ４１０
は、有形のコンピュータで読み取り可能な記録媒体であって、プロセッサ４０８によって
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実行可能な命令を記憶している。いくつかの実施形態では、タスクとは、ゾーンプレーヤ
ー４００が別のゾーンプレーヤー又はネットワーク上のデバイスから（例えば、ユーアー
ルアイ（ＵＲＬ）又はいくつかの他の識別子を使用して）オーディオデータを取得するこ
とであってもよい。いくつかの実施形態では、タスクは、ゾーンプレーヤー４００が別の
ゾーンプレーヤーにオーディオデータを送信することか、又はネットワーク上のデバイス
にオーディオデータを送信することであってもよい。いくつかの実施形態では、タスクは
、ゾーンプレーヤー４００のオーディオ再生を、追加された１つ以上のゾーンプレーヤー
と同期させることであってもよい。いくつかの実施形態では、タスクは、ゾーンプレーヤ
ー４００を１つ以上のゾーンプレーヤーとペアにし、マルチチャネルオーディオ環境を作
成することであってもよい。追加のタスク又は代替的なタスクは、１つ以上のソフトウェ
アモジュール４１４及びプロセッサ４０８を介して実行することができる。
【００４３】
　オーディオ処理コンポーネント４１２は、１つ以上のデジタル－アナログ変換器（ＤＡ
Ｃ）、オーディオ前処理コンポーネント、オーディオ強化コンポーネント又はデジタル信
号プロセッサなどを含むことができる。いくつかの実施形態では、オーディオ処理コンポ
ーネント４１２は、プロセッサ４０８の一部であってもよい。いくつかの実施形態では、
ネットワークインタフェース４０２を介して取り出されたオーディオは、オーディオ処理
コンポーネント４１２によって処理される、及び／又は意図的に変更される。さらに、オ
ーディオ処理コンポーネント４１２は、アナログオーディオ信号を生成することができる
。処理されたアナログオーディオ信号は、オーディオアンプ４１６に提供され、スピーカ
ー４１８を通して再生される。また、オーディオ処理コンポーネント４１２は、入力とし
てアナログ信号又はデジタル信号を処理する回路を含み、ゾーンプレーヤー４００から再
生することができる。また、オーディオ処理コンポーネント４１２は、ネットワーク上の
別のゾーンプレーヤーに送信することもできる。また、オーディオ処理コンポーネント４
１２は、再生すると共、ネットワーク上の別のデバイスに送信することもできる。入力の
例としては、ラインイン接続（例えば、オートディテクティング３．５ｍｍオーディオラ
インイン接続）を含む。
【００４４】
　オーディオアンプ４１６は、１つ以上のスピーカー４１８を駆動できるレベルまでオー
ディオ信号を増幅するデバイスである。１つ以上のスピーカー４１８は、個々の変換器（
例えば、「ドライバ」）又は１つ以上のドライバを内包する筐体を含んだ完全なスピーカ
ーシステムを含むことができる。特定のドライバは、例えば、サブウーファー（例えば、
低周波用）、ミッドレンジドライバ（例えば、中周波用）、及びツイーター（例えば、高
周波用）であってもよい。筐体は、例えば、密封することもでき、又は移植することもで
きる。各トランスデューサは、それ自体の個々の増幅器によって駆動されてもよい。
【００４５】
　現在、市販されている例として知られているゾーンプレーヤーとして、内蔵アンプとス
ピーカーとを備えるＰＬＡＹ：５がある。ＰＬＡＹ：５は、例えば、インターネット又は
ローカルネットワークなどのソースから直接オーディオを取り出すことができる。特に、
ＰＬＡＹ：５は、５アンプ、５ドライバ・スピーカーシステムであり、それは２つのツイ
ーター、２つのミッドレンジドライバ及び１つのウーファーを含んでいる。ＰＬＡＹ：５
を通じてオーディオコンテンツを再生する場合、トラックの左側のオーディオデータは、
左側のツイーターと左側のミッドレンジドライバから送られる。トラックの右側のオーデ
ィオデータは、右側のツイーターと右側のミッドレンジドライバから送られる。また、モ
ノラル低音は、サブウーファーから送られる。さらに、両方のミッドレンジドライバと両
方のツイーターが同じイコライゼーション（又は実質的に同じイコライゼーション）を有
してもよい。つまり、これらの両方が同じ周波数にて異なるオーディオチャネルから送信
される。ＰＬＡＹ：５は、インターネットラジオ局又はオンライン音楽・ビデオサービス
からのオーディオ、ダウンロードされた音楽、アナログオーディオ入力、テレビ、ＤＶＤ
などを再生することができる。
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【００４６】
ＩＶ．コントローラ
　図５を参照すると、図１の制御デバイス１３０に対応可能なコントローラ５００の例示
的なブロック図が示されている。コントローラ５００は、システム内のマルチメディアア
プリケーションの制御、自動化及びその他のことを可能にするために使用することができ
る。特に、コントローラ５００は、ネットワーク上で利用可能な複数のオーディオソース
を選択することを可能にすると共に、無線又は有線のネットワークインタフェース５０８
を介して１つ以上のゾーンプレーヤー（例えば、図１のゾーンプレーヤー１０２－１２４
）の制御を可能にするように構成することができる。一実施形態によれば、無線通信は、
標準規格（例えば、赤外線、無線装置、あるいはＩＥＥＥ８０２．１１ａ、８０２．１１
ｂ、８０２．１１ｇ、８０２．１１ｎ又は８０２．１５を含む無線規格など）に基づいて
いる。さらに、特定のオーディオがコントローラ５００を介してアクセスされている場合
か、又は特定のオーディオがゾーンプレーヤーを経由して再生されている場合、画像（例
えば、アルバムアート）又は他のデータが、オーディオ及び／又はオーディオソースに関
連付けられてコントローラ５００へ送信され、あるゾーンプレーヤー又は他の電子機器か
ら表示することもできる。
【００４７】
　コントローラ５００には、スクリーン５０２と入力インタフェース５１４が設けられて
いる。これにより、ユーザはコントローラ５００と対話し、例えば、多くのマルチメディ
ア項目の再生リストをナビゲートしたり、１つ以上のゾーンプレーヤーの動作を制御する
ことができる。コントローラ５００上のスクリーン５０２は、例えば、液晶ディスプレイ
（ＬＣＤ）スクリーンとすることができる。スクリーン５０２は、マイクロコントローラ
（例えば、プロセッサ）５０６によって制御されるスクリーンドライバ５０４と通信する
と共に、コマンドを受信する。メモリ５１０は、１つ以上のアプリケーションモジュール
５１２をロードすることができる。いくつかの実施形態では、アプリケーションモジュー
ル５１２は、選択された複数のゾーンプレーヤーをゾーングループにグループ化し、ゾー
ンプレーヤーを同期して、オーディオを再生することができるように構成されている。い
くつかの実施形態では、アプリケーションモジュール５１２は、ゾーングループ内のゾー
ンプレーヤーのオーディオサウンド（例えば、ボリューム）を制御するように構成されて
いる。動作中において、マイクロコントローラ５０６がアプリケーションモジュール５１
２の１つ以上を実行するとき、スクリーンドライバ５０４は、スクリーン５０２を駆動す
るための制御信号を生成し、特定のユーザインタフェースにアプリケーションを表示する
。
【００４８】
　コントローラ５００は、有線又は無線でゾーンプレーヤーと通信できるネットワークイ
ンタフェース５０８を含む。いくつかの実施形態では、ボリュームコントロール及びオー
ディオ再生同期などのコマンドは、ネットワークインタフェース５０８を介して送信され
る。いくつかの実施形態では、保存されたゾーングループ構成がネットワークインタフェ
ース５０８を介してゾーンプレーヤーとコントローラとの間に転送される。コントローラ
５００は、１つ以上のゾーンプレーヤー、例えば、図１のゾーンプレーヤー１０２－１２
４などを制御することができる。特定のシステム用に複数のコントローラを利用すること
ができる。各コントローラは別のコントローラと共通の情報を共有することができる。又
は、ゾーンプレーヤーが構成データ（例えば、状態変数など）を格納している場合、ゾー
ンプレーヤーから共通の情報を取り出すことができる。さらに、コントローラは、ゾーン
プレーヤーに統合することできる。
【００４９】
　他のネットワーク対応デバイスとして、例えば、ＩＰＨＯＮＥ（登録商標）、ＩＰＡＤ
（登録商標）若しくは他の任意のスマートフォン又はネットワーク対応デバイス（例えば
、ＰＣ又はＭＡＣ（登録商標）などのネットワーク化されたコンピュータなど）は、特定
の環境内のゾーンプレーヤーと対話するためのコントローラ、又は制御するためのコント
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ローラとしても使用できることに留意すべきである。いくつかの実施形態では、ソフトウ
ェアアプリケーション又は更新は、ネットワーク対応デバイス上にダウンロードされ、本
明細書で述べられている機能を実行できる。
【００５０】
　ある実施形態では、ユーザは、コントローラ５００から少なくとも２つのゾーンプレー
ヤーを含むゾーングループ（結合されたゾーンとも呼ばれる）を作成することができる。
ゾーングループ内のゾーンプレーヤーは、同期化された方法でオーディオを再生し、ゾー
ングループ内のすべてのゾーンプレーヤーが同一のオーディオソースを再生する方法か、
試聴遅延がないか又は音が途切れない（試聴遅延がほぼないか又は音の途切れがほぼない
）ように同期する方法で、同一のオーディオソースのリストを再生することができる。同
様に、いくつかの実施形態絵は、ユーザがコントローラ５００からグループのオーディオ
ボリュームを大きくするとき、グループのオーディオボリュームを大きくする信号又はデ
ータが、ゾーンプレーヤーの１つに送信され、グループ内の他のゾーンプレーヤーのボリ
ュームを一緒に大きくする。
【００５１】
　ユーザは、コントローラ５００を介して、「Ｌｉｎｋ　Ｚｏｎｅｓ」（「ゾーンをリン
ク」）又は「Ａｄｄ　Ｚｏｎｅｓ」（「ゾーンを追加」）のソフトボタンをアクティブに
することによってゾーンプレーヤーをゾーングループにグループ化することができ、又ユ
ーザは、「Ｕｎｌｉｎｋ　Ｚｏｎｅｓ」（「ゾーンをリンク解除」）又は「Ｄｒｏｐ　Ｚ
ｏｎｅｓ」（「ゾーンをドロップ」）ボタンをアクティブにすることによってゾーングル
ープをグループ解除することができる。例えば、オーディオを再生するためにゾーンプレ
ーヤーを一緒に「参加させる」ための１つの機構は、複数のゾーンプレーヤーをリンクし
てグループを形成することである。
【００５２】
　ある実施形態では、ユーザは、例えば、単一のゾーンで始めて、その後手動でそれぞれ
のゾーンをそのゾーンにリンクすることによって、６つのゾーンプレーヤーのうち任意の
数のゾーンプレーヤーだけをリンクすることができる。
【００５３】
　ある実施形態では、ゾーンは、コマンドを使用して共に動的にリンクし、（最初にゾー
ンシーンを作成した後に）ゾーンシーン又はテーマを作成することができる。例えば、「
Ｍｏｒｎｉｎｇ」（「朝」）ゾーンシーンコマンドは、寝室、オフィス、及びキッチンゾ
ーンを１つの動作で一緒にリンクすることができる。この単一のコマンドがないと、ユー
ザは、各ゾーンを手動で個別にリンクする必要がある。単一のコマンドは、マウスクリッ
ク、ダブルマウスクリック、ボタンを押すこと、ジェスチャー、又はいくつあの他のプロ
グラムされた動作を含んでもよい。他の種類のゾーンシーンをプログラムすることもでき
る。
【００５４】
　ある実施形態では、ゾーンシーンは、時間（例えば、アラームクロック機能）に基づい
てトリガーすることができる。例えば、ゾーンシーンは、午前８：００に適用されるよう
に設定することができる。システムは、適切なゾーンに自動的にリンクすることができ、
特定の音楽を再生するように設定することができる。任意の特定のゾーンが時間に基づい
て状態を「オン」又は「オフ」にトリガーすることができるが、例えば、ゾーンシーンは
、シーンとリンクされた任意のゾーンが、予め定義されたオーディオ（例えば、お気に入
りの歌、ア予め定義された再生リスト）を、特定の時間に、及び／又は特定の期間で再生
可能なようにしている。何らかの理由により、スケジュールされた音楽の再生を失敗した
（例えば、再生リストが空である、共有への接続がない、ユニバーサルプラグアンドプレ
イ（ＵＰｎＰ）の失敗、インターネットラジオ局へのインターネット接続がないなどの）
場合、バックアップブザーが鳴るようにプログラムすることができる。
【００５５】
Ｖ．構築システムと構築方法の例
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　特定の実施形態は、ローカル無線ネットワーク用の構築パラメータを有するメディア再
生デバイス（例えば、ゾーンプレーヤー４００）を自動的に構築することができる。例え
ば、ネットワークパラメータの自動構築は、クラウドベースサーバ及び／又は他のセット
ワークサーバを使用することにより可能にしてもよい。
【００５６】
　図６は、再生ネットワーク６０５の例を示している。再生ネットワーク６０５は、外部
システム６２０と通信する１つ以上の再生デバイス（例えば、ゾーンプレーヤー４００）
６１１－６１２を含み、１つ以上の構築パラメータを（例えば、押す及び／又は引くこと
により）読み出す及び／又は受信する。１つ以上の構築パラメータは、ネットワーク接続
、操作、グルーピング（例えば、ゾーングループの構成）、コンテンツ再生などに関連す
る。例えば、外部システム６２０は、クラウドベースサーバ又は他のネットワーク接続サ
ーバデバイスであってもよいし、及び／又は含んでもよい。外部サーバ６２０は、ローカ
ルデバイス６１１、６１２と対話し、地域の（又は地理的）構築情報、通信チャンネル選
択などを提供してもよい。例えば、外部サーバ６２０及びローカル再生デバイス６１１、
６１２は、ユーザの操作なしにパラメータ情報を交換してもよい。例えば、再生デバイス
６１１、６１２は、情報を使用し、ネットワーク６０５上の操作用ネットワークパラメー
タを構築することができる。
【００５７】
　一例では、ローカルデバイス６１１、６１２用の無線パラメータの自動構築は、ユーザ
の操作なしに地域ロケーションに基づいて、簡単に行うことができる。地域ロケーション
は、例えば、全地球測位装置（ＧＰＳの受信装置）、クラウドサーバ、又は他のローカル
ネットワーク上のデバイスなどの入力を使用して決定する。無線ネットワークパラメータ
は、クラウドサーバ（例えば、外部システム６２０）によって提供されるか、又はローカ
ルネットワーク上の別のデバイスによって、例えば、位置情報に基づいて提供される。例
えば、無線パラメータは、各地域のデバイス上にローカルに記憶することもできる。地域
を決定すると、適切な設定が適用される。
【００５８】
　図６の例では、無線ネットワークは、複数の異なるネットワークデバイス、例えば、マ
ルチメディアデバイス（例えば、ゾーンプレーヤー、無線対応テレビなど）、無線携帯デ
バイス（例えば、ＩＰＯＤ（登録商標）、ＩＰＨＯＮＥ（登録商標）、ＩＰＡＤ（登録商
標）など）、アクセスポイント、及びネットワークブリッジを含む。この無線ネットワー
クは、メッシュネットワーク、アクセスポイントネットワークなどであってもよい。
【００５９】
　図６の例では、ユーザの操作なしにクラウドサーバを使用してメッシュネットワーク内
で無線ネットワークパラメータを自動構築することができる。無線ネットワークは、複数
の異なるネットワークデバイスとして、例えば、マルチメディアデバイス（例えば、ゾー
ンプレーヤー、無線対応テレビなど）、無線携帯デバイス（例えば、ＩＰＯＤ（登録商標
）、ＩＰＨＯＮＥ（登録商標）、ＩＰＡＤ（登録商標）など）、アクセスポイント、及び
ネットワークブリッジを含むことができる。ネットワークデータは、再生デバイス６１１
、６１２によって収集され、分析用にクラウドサーバに周期的に送信される。無線ネット
ワークパラメータは、クラウドサーバを介して構築することができる。クラウドサーバは
、無線チャンネル、ビットレート、送信電力などを含む。例えば、無線トポロジーは、ク
ラウドサーバを介して再構築してもよい。
【００６０】
　特定の実施形態では、スパニングツリープロトコルを使用するネットワークのために、
スパニングツリーのルートが、クラウドサーバによって再割り当てられてもよい。
【００６１】
　特定の実施形態では、リモート、マニュアル操作だけでなく、クラウドサーバを使用し
て無線ネットワークパラメータを構築することを可能にしている。
【００６２】
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　図７は、例示的なゾーンプレーヤー７００の内部機能ブロック図を示している。ゾーン
プレーヤー７００は、外部ソースからロケーションベースの無線パラメータ情報を受信す
る。例えば、図７のゾーンプレーヤー７００を使用して、図１のゾーンプレーヤー１０２
－１２４のいずれかを実装してもよい。いくつかの実施形態では、ゾーンプレーヤー７０
０を使用して、ホームシアターゾーンプレーヤー１１６、１１８、１２０のうち１つを実
装する一方、サウンドバーを含んでもよい。本明細書で使用されるように、「サウンドバ
ー」は、単一の再生デバイスと称される。単一の再生デバイスは、スピーカーアレイを含
んでいる。スピーカーアレイは、ビデオ用オーディオを再生するように構成されている一
方、通常時にはオーディオを再生するように構成されている。いくつかの例では、サウン
ドバーは、サラウンドサウンド環境をシミュレートするか、又は一部シミュレートしても
よい。
【００６３】
　図４のゾーンプレーヤー４００の例のように、図７のゾーンプレーヤー７００は、プロ
セッサ４０８、メモリ４１０、オーディオ処理コンポーネント４１２、モジュール４１４
、オーディオアンプ４１６、スピーカー４１８、及び１つ以上のアンテナ４２０を含む。
これらの構成要素についての詳細は、すでに前述されている。構成要素の数は、所望の構
成に応じて増減してもよい。図７のゾーンプレーヤー７００は、ネットワークインタフェ
ース７０２を含む。ネットワークインタフェース７０２は、無線インタフェース４０４を
含み、指定された無線スペクトル（例えば、２．４ＧＨｚスペクトル、５ＧＨｚスペクト
ルなど）を通じて通信する。また、ネットワークインタフェース７０２は、有線インタフ
ェース４０６を含む。無線インタフェース４０４及び有線インタフェース４０６について
の詳細は、すでに前述されている。ゾーンプレーヤー７００は、いくつかのインタフェー
ス４０４、４０６、又はすべてのインタフェース４０４、４０６を介して同時に通信して
もよいし、実質的に同時に通信してもよい。
【００６４】
　図７のインタフェース４０４、４０６のそれぞれは、固有の識別子、例えば、固有のメ
ディアアクセス制御（ＭＡＣ）アドレス等を有していてもよい。したがって、インタフェ
ース４０４、４０６のそれぞれは、個別に対処してもよい。また、ゾーンプレーヤー７０
０は、望むのであれば、いくつかの又はすべてのインタフェース４０４、４０６を使用し
て同時に通信してもよい。
【００６５】
　更に、図７のゾーンプレーヤー７００は、制御インタフェース７０６と、オーディオイ
ンタフェース７０８とを含む。制御インタフェース７０６は、インタフェース４０４、４
０６のうち１つ又はその両方を介して、制御情報（例えば、構築情報）を送信する、及び
／又は受信する。例えば、制御インタフェース７０６は、１つ以上の他のゾーンプレーヤ
ーへ構築情報を通信してもよい。制御インタフェース７０６は、インタフェース４０４、
４０６を介して１つ以上の他のゾーンプレーヤーに対しての構築情報を通信してもよい。
いくつかの例では、制御インタフェース７０６は、他のゾーンプレーヤーから、インタフ
ェース４０４、４０６を介して構築情報（例えば、無線チャンネル選択、ビットレート、
エンコード、送信電力、ロケーションなど）を受信する。例えば、制御インタフェース７
０６の例は、別のゾーンプレーヤー、ネットワーク（例えば、クラウドベース）サーバ等
へ制御情報（例えば、チャンネルプローブ、ロケーション照会、ビットレート情報、エン
コード情報など）を、インタフェース４０４、４０６を介して追加的に又は代替的に通信
する。
【００６６】
　図７のオーディオインタフェース７０８は、オーディオ情報を送信する、及び／又はオ
ーディオ情報を、インタフェース４０４、４０６を介して受信する。例えば、オーディオ
インタフェース７０８は、デジタルオーディオ情報をインターネットソースから受信して
もよい。オーディオインタフェース７０８は、デジタルオーディオ情報をローカルネット
ワークソース（例えば、ローカルエリアネットワークを介したコンピュータ、又はＬＡＮ



(18) JP 6088051 B2 2017.3.1

10

20

30

40

50

を介したコンピュータ）から受信してもよい。オーディオインタフェース７０８は、デジ
タルオーディオ情報を、別のホームシアターコンポーネントとして、例えば、テレビ、ケ
ーブルボックス、光学メディアプレーヤー（ＤＶＤ、Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディス
クなど）、デジタルメディアプレーヤー、ビデオゲームコンソール、及び／又は任意の他
の種類のオーディオソースから受信してもよい。更に、オーディオインタフェース７０８
は、受信したオーディオ情報を、（例えば、ＲＣＡ又は光学出力などのライン出力接続を
介して、又はインタフェース４０４及び／又はインタフェース４０６を通じてのメッシュ
ネットワークを介して）１つ以上のゾーンプレーヤーに送信する。１つ以上のゾーンプレ
ーヤーは、基準ゾーンプレーヤーを含んでいる。いくつかの例では、オーディオインタフ
ェース７０８は、オーディオ情報を送信する。オーディオ情報は、制御インタフェース７
０６によって提供される制御情報に基づいている。
【００６７】
　使用されるチャンネルを制御するため、ネットワークインタフェース７０２は、チャン
ネルセレクタ７０４を含んでいる。チャンネルセレクタ７０４の例は、スペクトル（例え
ば、２．４ＧＨｚ、５ＧＨｚなど）内のチャンネルを選択する。無線インタフェース４０
４は、選択されたチャンネルを介して情報を送信する、及び／又は受信する。いくつかの
実施形態では、チャンネルは、異なるデバイス（例えば、別のゾーンプレーヤー、クラウ
ドベースサーバ等の外部デバイスなど）により選択される。チャンネルセレクタ７０４は
、インタフェース４０４、４０６を介してチャンネル情報を得ている。
【００６８】
　いくつかの例では、現在選択しているチャンネルがメディアコンテンツ（例えば、オー
ディオ）の再生に適さなくなっても、より適した別のチャンネルが利用可能である。例え
ば、チャンネルセレクタ７０４は、新しいチャンネルを選択し、チャンネル情報を制御イ
ンタフェース７０６に提供してもよい。チャンネルセレクタ７０４により、無線インタフ
ェース４０４は、新しく選択されたチャンネルを変更する。オーディオインタフェース７
０８は、新しく選択されたチャンネル上のオーディオ情報を送信し続けてもよい。いくつ
かの例では、新しいチャンネル情報は、接続された別のゾーンプレーヤーに送信され、ク
ラウドベースサーバ等に戻ってもよい。
【００６９】
　動作の例では、制御インタフェース７０６は、最初に（例えば、始動時、ゾーンプレー
ヤーをゾーンプレーヤーネットワークに追加するとき等に）、インタフェース４０４、４
０６を介して外部デバイスと通信する。制御インタフェース７０６は、制御情報を送信す
る。制御インタフェース７０６は、デフォルトのチャンネル又は最後に知り得たチャンネ
ルを介して、及び／又は他の無線設定を介して、制御情報の更新を要求する。例えば、制
御情報の例は、少なくとも選択されたチャンネル、及びゾーンプレーヤー７００の識別子
（例えば、同じネットワーク上に存在し得る任意の他のゾーンプレーヤーからゾーンプレ
ーヤー７００を区別するもの）を含む。制御情報の送信後（いくつかの実施形態では、外
部デバイスからの確認応答を受信後）、制御インタフェース７０６は、インタフェース４
０４、４０６を介してフィードバックしてもよく、例えば、更新された制御情報を受信し
てもよい。適切な場合には、制御インタフェース７０６は、例えば、チャンネルセレクタ
７０４を介して、外部デバイスから受信した更新情報に基づいて、ゾーンプレーヤー７０
０のパラメータを更新することができるか、又は他の変更をすることができる。
【００７０】
　例を続けて、選択されたチャンネルが適切でなくなった場合（例えば、干渉が多すぎる
、待ち時間が長い、ゾーンプレーヤーが移動したなど）、制御インタフェース７０６は、
利用可能な外部デバイス（例えば、接続された別のゾーンプレーヤー、クラウドベースサ
ーバなど）からの更新情報を要求してもよい。特定の実施形態では、チャンネルセレクタ
７０４は、異なるチャンネルを選択し、制御情報を、新しく選択されたチャンネルを識別
する同じローカルネットワーク上の他のゾーンプレーヤーへ送信する。
【００７１】
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　図８は、複数のネットワークを含むシステム８００の例を示す。複数のネットワークは
、クラウドベースネットワークと、１つ以上のローカル再生ネットワークを含む。例えば
、システム８００は、クラウド又は他のネットワーク８０５を含んでいる。クラウド又は
他のネットワーク８０５は、複数のローカルネットワーク（例えば、ＬＡＮ）及び／又は
通信及びデータ交換用の外部システムに接続している。システム８００は、ローカルネッ
トワーク８１０、８２０を含む。例えば、各ローカルネットワーク８１０、８２０は、複
数のメディア再生デバイス８１１－８１３、８２１－８２３と、コントローラ８１４、８
２４－８２５とを含む。例えば、ローカルメディアコンテンツ８１６、８２６は、ローカ
ルエリアネットワーク８１０、８２０を介して記憶され、再生用に提供される。
【００７２】
　図８のシステム８００は、再生デバイス８３１を追加して含んでもよい。再生デバイス
８３１は、ローカルネットワークに関連していない。更に、システム８００は、１つ以上
の外部システムを含む。１つ以上の外部システムは、メディアコンテンツ８４０、リモー
トクラウドサーバ８５０、リモートアプリケーション、コンテンツプロバイダ等を含む。
【００７３】
　例えば、１つ以上の再生デバイス８１１－８１３、８２１－８２３、８３１及び／又は
コントローラ８１４、８２４－８２５は、ネットワーク及び／又は他の構築情報（例えば
、無線メッシュネットワーク構築パラメータ）を、クラウド８０５を介して取り出すこと
ができる。例えば、クラウドサーバ８５０、他のネットワークデバイス、全地球測位装置
などは、ロケーションベースの構築情報（例えば、通信チャンネル、地理的地域など）を
ネットワークデバイスに提供することができる。さらに、例えば、メディアコンテンツ（
例えば、オーディオ、ビデオなど）は、システム８００の中で共有することができる。以
下に自動決定及び自動構築について、詳細に述べる。
【００７４】
　特定の実施形態では、無線ネットワーク（例えば、ネットワーク８０５、８１０、８２
０）は、複数のネットワークデバイスとして、例えば、メディア再生デバイス（例えば、
ゾーンプレーヤー、無線スピーカー、無線対応テレビなど）、無線携帯デバイス（例えば
、ＩＰＯＤ（登録商標）等の携帯音楽プレーヤー、ＩＰＯＨＯＮＥ（登録商標）等のスマ
ートフォン、ＩＰＡＤ（登録商標）等のタブレットコンピュータなど）、アクセスポイン
ト、ブリッジなどを含むことができる。特定の実施形態では、無線ネットワークは、メッ
シュネットワーク、アクセスポイントネットワークなどであってもよい。
【００７５】
１．地域構築の例
　特定の実施形態は、デバイスを使用中に、ロケーションを自動的に決定し、再生システ
ム内の再生デバイス用の地域パラメータを構築する。これらの実施形態では、ユーザによ
る人の操作も必要とせず、工場の販売代理店で地域固有の構築設定を行うことも必要とし
ない。
【００７６】
　デバイス（例えば、ＰＬＡＹ：５又はＰＬＡＹ：３）のロケーションは、センサ、例え
ば、再生デバイスに組み込まれた全地球測位システム（ＧＰＳ）等によって決定される。
例えば、デバイスがそのような機能を有している場合、デバイスが起動し、そのロケーシ
ョンを決定するときに、地域設定が自動的に設定される。例えば、再生デバイスは、ＧＰ
Ｓ衛星及び／又は近くの地絡リレー（例えば、セルラータワー）の接続し、そのロケーシ
ョンを決定してもよい。
【００７７】
　あるいは、例えば、デバイスが全地球測位機能を有していないがインターネット等のネ
ットワークに接続されている場合、クラウドベースサービスによってリモートでロケーシ
ョンが決定されてもよい。クラウドベースサービスにおいては、ＩＰアドレスに基づいて
動作しているユニットの地理的ロケーション（例えば、国）を決定することができる。例
えば、再生デバイスは、ユーザが再生コントローラソフトウェアを実行しているコンピュ



(20) JP 6088051 B2 2017.3.1

10

20

30

40

50

ータと通信し、ロケーションベース設定情報を取得してもよい。
【００７８】
　特定の実施形態では、再生デバイスが既存のネットワークに追加される場合、デバイス
は、すでにそのネットワークで使用している他の製品から地域設定を引き継いでもよい。
例えば、再生デバイスは、ブリッジ又は他の再生デバイスと対話し、ローカル再生ネット
ワークにアクセスする。このようにして、ネットワークに参加しているとき（及び／又は
ネットワークに参加した直後に）、他のネットワーク構築に加えて地域設定情報を受信す
ることができる。
【００７９】
　一旦、ロケーションが決定すると、いくつかの実施形態では、地域設定が自動的にデバ
イス上で構築される。即ち、例えば、デバイスは、ユーザの手動での対話によって、その
現在の地理的地域に基づいて構築することを必要としない。いくつかの実施形態では、す
べての地域の設定（又は、例えば、最も一般的な地域、若しくはいくつかの他の地域のサ
ブセット）を、ローカルにデバイス上の不揮発性メモリ内に格納することもできるし、又
は別の同様のデバイスに格納することもできるし、又は無線ネットワークに接続されたロ
ーカルサーバに格納することもできる。
【００８０】
　いくつかの実施形態では、例えば、デバイスは、地域に基づいて、クラウドベースサー
ビスから設定を取り出すことができる。クラウドベースサービスは、家内のデバイスが同
じ地域設定を有するように機能し、もし必要である場合か、又は所望する場合、これらの
設定は、規制に関する法律、環境等の変更に従って、時間をかけて更新することもできる
。
【００８１】
　図９は、デバイスのロケーションを決定し、デバイス用のロケーションベース設定を作
成する方法９００の例のフロー図を示す。ブロック９１０では、デバイスは利用可能なネ
ットワークに接続する。例えば、ゾーンプレーヤーは、家の無線ネットワークに接続する
。デバイスはデフォルト設定を使用してネットワークに接続してもよい。デフォルト設定
は、一度デバイスがネットワーク上の他のデバイスとセキュアな接続を確立すると、更新
される。
【００８２】
　ブロック９２０では、デバイスはロケーションベース設定を受信する。例えば、再生デ
バイスは、ネットワークが配置される地理的地域を受信する。デバイスは、ネットワーク
に接続された状態で順番に調整を始め、コンテンツ再生などを可能にする。ブロック９３
０では、受信した設定／取り出した設定は、デバイスに適用される。例えば、デバイスは
、電源投入時に適用されるデフォルト設定から構築されてもよい。デフォルト設定は、受
信した地域設定に基づく。例えば、デバイスは、最後の構築から変更した地域に基づいて
再構築されてもよい。ブロック９４０では、デバイスの動作は、更新された設定に従って
行われる。例えば、デバイスはコンテンツプロバイダ、他の再生デバイス、コントローラ
などと通信し、コンテンツ及び／又は再生用の再生列情報などを受信してもよい。
【００８３】
　図１０は、より具体的な方法１０００の例のフロー図を示す。方法１０００は、地域設
定を決定し、ゾーンプレーヤーを適切に再構築する。ブロック１０１０では、ゾーンプレ
ーヤーは、デフォルト設定（例えば、工場出荷時のデフォルト）を使用して利用可能な無
線ネットワークに接続する。例えば、ゾーンプレーヤーは、接続情報（例えば、セキュリ
ティパラメータ）をすでにネットワーク上に置かれたデバイスと交換し、ネットワークに
接続してもよい。
【００８４】
　ブロック１０２０では、ゾーンプレーヤーは、ゾーンプレーヤーが動作している地理的
地域を識別する。例えば、ＧＰＳ、ネットワーク上の別のデバイスからの情報、インター
ネット接続などを使用して、ゾーンプレーヤーは、ゾーンプレーヤーが配置されている地
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理的地域を識別する。ブロック１０３０では、識別した地域の設定が決定される。例えば
、地域パラメータは、電波スペクトル、無線チャンネル、ビットレート、エンコード、送
信電力、セキュリティメカニズム等を含んでもよい。
【００８５】
　ブロック１０４０では、地域設定とゾーンプレーヤーのデフォルト設定とを比較し、ゾ
ーンプレーヤーのネットワーク設定が変更されたかどうかを決定する。「はい」の場合、
ブロック１０５０に進み、ゾーンプレーヤーのネットワーク設定が、決定された地域設定
に基づいて再構築される。次に、ブロック１０６０では、ネットワーク上のコンテンツの
再生と制御が、ゾーンプレーヤーを介して可能になる。
【００８６】
２．チャンネル選択の例
　特定の実施形態では、メッシュネットワーク内のチャンネル選択の課題は、例えば、以
下のような方法で解決することができる。その方法とは、現在動作しているチャンネル、
他の可能な無線チャンネル、音楽ドロップアウト率、パケットエラー率等のデータを収集
する。そして、収集したデータを、例えば、クラウドベースサーバ及び／又は他のネット
ワークサーバに、定期的に及び／又はトリガーに基づいてアップロードする。特定の実施
形態では、データは、格納したり、引き出したりすることができる。クラウドベースサー
バは、様々なアルゴリズム又はヒューリスティックを実行し、家内のゾーンプレーヤーに
指示を出し、家用のチャンネル変更を開始することができる。したがって、特定の実施形
態では、ゾーンプレーヤー上での処理は、例えば、データ収集、データのアップロード、
及びチャンネル変更の実行に制限される。他の処理及び分析がクラウド／ネットワークサ
ーバ上で行われる。特定の実施形態では、チャンネル選択に加えて及び／又はチャンネル
選択の代わりに、アルゴリズム／ヒューリスティックが評価され、様々なパラメータ、例
えば、ビットレート、送信電力、ネットワークトポロジー等を調整することができる。
【００８７】
　クラウドベースサーバの使用は、個々の再生デバイス全体の処理能力及びメモリを増大
させ、アルゴリズムを実行することで及び／又はヒューリスティックを評価することで、
チャンネル選択などを決定する。アルゴリズム及びヒューリスティックは、例えば、ゾー
ンプレーヤー上に新しいファームウェアをロールアウトすることなく、クラウドサーバ上
に置くことができる。例えば、テストは、少数の家に制限して、アルゴリズムを評価する
ことができる。アルゴリズムは、例えば、一回にロールアウトされる家の数を制限して、
徐々にロールアウトすることができる。
【００８８】
　特定の実施形態は、（ゾーンプレーヤーのメモリ内のみに置かれたデータに対して）試
験用の生データへのアクセスを提供する。クラウドサーバを使用して、例えば、十分な記
憶領域を提供し、（望むのであれば）家毎にチャンネル使用の履歴を保持することができ
る。この場合、ユーザは、長期にわたって前回の決定を評価し、効果の判断に役立たせる
ことができる。
【００８９】
　代替的に、カスタマーサポートは、チャンネル選択などのネットワークパラメータをリ
モートで構築することができる、そのような場合、上述したような同様の処理が行われて
もよい。しかし、ネットワークシステムの自動構築の代わりに、例えば、カスタマーサポ
ートがリモートロケーションを介して手動でデバイスを構築するように処理することもで
きる。
【００９０】
　特定の実施形態では、ユーザの操作なしに、クラウドサーバを使用して、無線ネットワ
ークパラメータを、自動的にメッシュネットワーク内に構築することができる。例えば、
ネットワークデータが再生デバイス（例えば、ゾーンプレーヤー）により収集されると共
に、分析のため定期的にクラウドサーバに送信される。無線ネットワークパラメータは、
クラウドサーバを介して構築されてもよい。無線ネットワークパラメータは、無線チャン
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ネル、ビットレート、送信電力などを含む。特定の実施形態では、無線ネットワークトポ
ロジーが、クラウドサーバを介して再構築されてもよい。
【００９１】
　特定の実施形態では、ネットワーク構築は、スパニングツリープロトコルを含むことが
できる。スパニングツリープロトコルは、ネットワークプロトコルと呼ばれている。この
ネットワークプロトコルは、ブリッジループを避けるようにネットワークを構築している
。通常、ブリッジループの回避は、１）ルートノードを指定すること、２）他のノードか
らそのルートノードへの最小コスト経路を計算すること、及び３）他の経路を無効化する
ことによって行われる。再生デバイス、例えば、ゾーンプレーヤー４００、７００は、有
利に、スパニングツリープロトコルを使用し、衛星ゾーンプレーヤー及び／又はメッシュ
ネットワーク内の他のゾーンプレーヤーと通信してもよい。スパニングツリープロトコル
を使用することによって、ポイント間の最短経路の決定し、かつゾーンプレーヤー間の低
遅延オーディオデータの不必要なホップを減少（例えば、回避）させることで、低遅延オ
ーディオの配信を可能にしている。スパニングツリープロトコル構築の例は、スパニング
ツリープロトコルテーブル（例えば、メモリ４１０内に格納されている）であってもよい
。スパニングツリープロトコルテーブルは、ゾーンプレーヤー４００、７００が接続され
るポート及び／又はデバイスを含む。例えば、さらにゾーンプレーヤーが追加されて、ゾ
ーンプレーヤーのロケーションが変化したとき、及び／又はゾーンプレーヤーの構成が変
化したときに、スパニングツリープロトコルテーブルは、再構築することができる。スパ
ニングツリープロトコルを使用するネットワークでは、スパニングツリーのルートがクラ
ウドサーバによって再割り当てされてもよい。
【００９２】
　図１１は、データを収集し、クラウドサーバに送信し、無線ネットワーク設定を決定す
る方法１１００の例のフロー図を示す。ブロック１１１０では、データが収集される。例
えば、ネットワーク上の１つ以上のゾーンプレーヤーは、ネットワークデータ（例えば、
ネットワーク構築パラメータ、ネットワーク活動、ネットワーク条件など）を収集するこ
とができる。
【００９３】
　ブロック１１２０では、収集したデータが、クラウドサーバに送信される。例えば、ゾ
ーンプレーヤーは、定期的に及び／又は要求に応じて（例えば、要求、トリガー、ネット
ワークデータ内の変化の検出などに基づいて）、収集データをクラウドサーバに送信する
ことができる。例えば、ゾーンプレーヤーからの収集データに応答して、クラウドサーバ
は、１つ以上のルール、閾値、アルゴリズム、ヒューリスティック、好み等に応じて、デ
ータを分析する。分析に基づいて、クラウドサーバは、ゾーンプレーヤー用の無線ネット
ワーク設定を選択するか、又は決定する。
【００９４】
　ブロック１１３０では、無線ネットワーク設定が、クラウドサーバから受信される。例
えば、クラウドサーバは、選択した無線ネットワーク設定を、要求中のローカルネットワ
ーク上の１つ以上のゾーンプレーヤーに送信することができる。ブロック１１４０では、
ネットワーク設定が変更されるべきかどうかに関しての決定が行われる。例えば、ゾーン
プレーヤーは、受信した設定がゾーンプレーヤー上の既存の設定と異なるかどうかを決定
してもよい。「はい」の場合、ブロック１１５０に進み、ネットワーク設定が再構築され
る。その後、処理は、例えば、ブロック１１１０で収集したデータにより繰り返される。
【００９５】
ＶＩ．結論
　上述したように、地域及び／又は他のネットワーク制約に適応しながらローカル無線ネ
ットワークを介して無線再生コンテンツを提供するシステム及び方法が提案されている。
特定の実施形態は、ローカル無線ネットワークを介して、再生用のメディア再生デバイス
の構築を提供し、ロケーション決定を自動化している。ローカル無線ネットワークは、地
域構築情報（例えば、無線チャンネル、ビットレート、送信電力、エンコードなど）の少
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なくとも一部に基づいている。特定の実施形態で、外部ソース（例えば、別の再生デバイ
ス、クラウドベースサーバなど）への送信用メディア再生デバイスによって、ネットワー
ク情報の収集を自動化している。外部ソースは、ネットワーク構築情報をメディア再生デ
バイスに順番に提供している。
【００９６】
　特定の実施形態では、ネットワークに接続された再生デバイスの地理的地域ロケーショ
ンをユーザの操作なしに自動で決定するステップを含む。方法の例は、決定した地理的地
域に関連する構築情報に基づいて、再生デバイスによるネットワークへの無線接続用及び
通信用のネットワークパラメータを、再生デバイスで構築するステップを含む。方法は、
ネットワークを介して再生デバイスによる通信を可能にするステップを含む。
【００９７】
　特定の実施形態では、方法は、再生デバイスによって、ローカル無線ネットワークの無
線性能に関連するデータを収集するステップを含む。ここでローカル無線ネットワークに
は、再生デバイスが接続されている。方法は、ユーザが操作することなく、第１メッセー
ジをネットワークサーバへ、再生デバイスによって送信するステップを含む。第１メッセ
ージは、ローカル無線ネットワークの無線性能に関連するデータを含む。方法は、ネット
ワークサーバから第２メッセージを、再生デバイスで受信するステップを含む。ネットワ
ークサーバは、ローカル無線ネットワーク上の再生デバイス用の無線ネットワークパラメ
ータを含む。方法は、受信した無線ネットワークパラメータに基づいて、ローカル無線ネ
ットワークの再構築を、再生デバイスによって開始するステップを含む。
【００９８】
　特定の実施形態では、メディア再生デバイスは、制御インタフェースを含み、メディア
再生デバイスで、外部ソースからローカルネットワーク用のネットワーク構築情報を受信
し、処理する。制御インタフェースは、ユーザの操作を要求することなく、外部ソースか
らネットワーク構築を受信し、処理する。メディア再生デバイスは、無線インタフェース
を含み、ネットワーク構築情報の少なくとも一部に基づいて、ローカルネットワークと通
信する。メディア再生デバイスは、スピーカーを含み、ローカルネットワークを介して受
信したオーディオ情報に基づいてオーディオを出力する。
【００９９】
　本明細書では、様々な例示のシステム、方法、装置、及び製品は、他のコンポーネント
の中に、ハードウェア上で実行されるファームウェア及び／又はソフトウェアを含むこと
を開示している。しかしながら、そのような例は、単なる例示であり、限定されるものと
みなすべきではない。例えば、これらのファームウェアコンポーネント、ハードウェアコ
ンポーネント、及び／又はソフトウェアコンポーネントのいくつか又はすべてが、専らハ
ードウェアに、専らソフトウェアに、専らファームウェアに、又はハードウェア、ソフト
ウェア、及び／又はファームウェアの任意の組み合わせに具現化することができることが
意図されている。したがって、例示のシステム、方法、装置、及び／又は製品を説明して
いるが、提供されるそれらの例は、それらのシステム、方法、装置、及び／又は製品を実
施する唯一の方法ではない。
【０１００】
　更に、本明細書において「実施形態」の言及は、実施形態に関連して述べられた特定の
特徴、構造、又は特性が、本発明の少なくとも１つの実施例に含まれ得ることを意味する
。本明細書の様々な場所でこの語句が用いられているが、すべてが同じ実施形態を言及す
るものではなく、又、他の実施形態を除いた別個の実施形態又は代替の実施形態でもない
。このように、本明細書で述べられた実施形態は、明示的に及び暗黙的に、当業者によっ
て、他の実施形態と組み合わせることができることが理解される。
【０１０１】
　本明細書は、例示的な環境、システム、手順、ステップ、論理ブロック、処理、及び他
のシンボル表現に関して広く示されており、それらは直接又は間接的にネットワークに接
続されるデータ処理デバイスの動作に類似するものである。これらの処理説明及び表現は
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、一般的に当業者によって使用され、それらの仕事の内容を他の当業者に最も効率良く伝
えることができる。多くの具体的な内容が、本開示を理解するために提供されている。し
かしながら、当業者にとって、本開示の特定の実施形態が特定の、具体的な詳細なしに実
施され得ることは理解される。他の例では、周知の方法、手順、コンポーネント、及び回
路が、実施形態を不必要に曖昧にすることを避けるため、詳細に説明していない。したが
って、本発明の範囲は、上記した実施形態よりむしろ添付された特許請求の範囲によって
定義される。
【０１０２】
　添付の特許請求の範囲のいずれかが単にソフトウェア及び／又はファームウェアへの実
装をカバーするように読み取ると、少なくとも１つの例における要素の１つ以上は、本明
細書では、ソフトウェア及び／又はファームウェアを記憶する有形媒体、例えば、メモリ
、ＤＶＤ、ＣＤ、Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）等を含むことが明確に定められている。

【図１】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図２Ｃ】
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